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　野村圭介先生は2011年12月21日に70歳の誕生日を迎えられ，本年３月末日を
以て早稲田大学を定年退職されることになりました。
　定めによるとはいえ，先生が商学部のフランス語のスタッフから去られるこ
とによって空く穴は極めて大きく，寂しさを禁じ得ません。
　フランス語教育のさらなる充実のために，色々とご尽力頂きたいと思ってお
りましただけに，誠に残念です。先生を敬愛する私共にとって実に寂しい限り
です。
　先生の経歴について紹介いたしますと，先生は1960年に早稲田大学第一文学
部文学科独文学専修に入学し，ドイツ語と同時にフランス語も勉強され，1965
年に卒業されましたが，少年時代からのフランス文学への思いを断ちがたく同
年早稲田大学大学院文学研究科仏文学専攻に進まれました。
　大学院では根津憲三先生の指導のもとに主としてプルーストを中心に研鑽を
重ね，1969年，同研究科仏文学専攻博士課程に進まれました。その後1970年か
ら1972年にかけてフランス政府招聘留学生としてパリ大学に留学し研究を続け
られ，帰国後，1974年博士課程を満期退学し，1975年に大東文化大学専任講師
となられました。
　1976年からは早稲田大学商学部非常勤講師，1978年，大東文化大学を退任し，
早稲田大学商学部の専任講師に嘱任されました。その後，助教授を経て1985年
に教授となられ今日に至ります。
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　先生はフランス語を教えながら学生の教育と指導に誠実にあたってこられ，
商学部の多くの学生を社会に送り出しました。
　先生の専門は19，20世紀の仏文学であり，ボードレールを軸にサンボリズム
の詩人たちを愛読し，その研究を長年続けられていますが，特筆すべきは，フ
ランスの若い世代を代表する作家パトリック・モディアノを，小説『パリの環
状通り』の流麗かつ簡潔な訳文により初めて我が国に紹介されたことです。こ
の作品は史上最年少作家としてアカデミーフランセーズ小説大賞を受賞したこ
とでも評判になりました。さらに同作家の『ある青春』をも翻訳され，あわせ
て「早稲田商学」に『Une jeunesse 論。モディアノの世界』を発表されました。
　先生は幅広く文学全般に関心を持たれ，とりわけ近代日本文学への造詣が深
く，長年親炙された小林秀雄ならびに谷崎潤一郎からは大きな影響を受け，両
者に関しての注目すべきいくつかの論文を公にされています。
　中年期を迎えられた先生は，ヨーロッパの根本的な理解のためには古代ギリ
シャ語，ラテン語を学ばねばならぬと一念発起され，「日は暮れ道遠し」と嘆
かれつつもこれらの古典語と熱心に取り組まれました。やがてウェルギリウス
とプラトン（先生によれば哲学者というよりもひとりの文学者としてのプラト
ン）に魅了された先生は，繰り返し彼らの文辞を味読することが，苦労を伴い
ながらも大きな喜びとなっていったようです。この十数年にわたり，ウェルギ
リウスの『牧歌』の翻訳と研究を「文化論集」に発表されています。その訳詩
は味わい深く美しい作品となって先生の詩人への愛情が感じられます。
　さて先生の趣味ですが，学生時代は麻雀の抜きんでた打ち手だったと伺って
いますが，以後はとりわけ将棋に情熱を燃やされ，実力は４段とのことです。
この将棋が縁で25年間に渡り，大学の将棋部部長を務められ，この間，学生名
人５人，団体戦全国優勝を４回，さらにプロ棋界にも何人かの逸材を送り出さ
れました。
　専門のフランス語のほかに，ドイツ語やイタリア語さらにギリシャ語とラテ
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ン語を学ばれた情熱と学識，言語に対するすぐれた感性を持っておられる先生
からフランス語の指導を受けた学生たちは，実に幸福であったと思います。
　最後になりましたが，長年に及ぶ指導や貢献に対し，改めて感謝の気持ちを
申し上げたいと思います。
　野村先生，本当にありがとうございました。先生が益々ご健康で，いつまで
も若々しく，新たな抱負を実現されますよう心よりお祈り致します。
　主要な業績と研究成果は次の通りです。
訳書　モディアノ　『パリ環状通り』　1975年　講談社
論文　プルーストとロラン・バルト　1977年　「大東文化大学紀要」
論文　アランと小林秀雄　1979年　「早稲田商学」
編注　『アラン・プロポ抄』　1980年　駿河台出版社
論文　凝縮と展開。　プルースト的添削の二例　1980年　「早稲田商学」
共著　『フランス語小読本』　1981年　白水社
論文　美について。アランの芸術論にふれて　1981年　「早稲田商学」
論文　「前世」評釈。　ボードレールの楽園　1981年　「早稲田商学」
共著　『フランス文法明解』　1982年　駿河台出版社
共著　『フランス小説の現在』　1982年　高文堂出版社
論文　「吉野葛」論　1982年　「早稲田商学」
訳書　モディアノ　『ある青春』　1983年　白水社
論文　Une jeunesse 論。モディアノの世界　1983年　「早稲田商学」
共著　『フランス語読本明解』　1984年　駿河台出版社
論文　アラン・小林秀雄・自然　1985年　「早稲田商学」
論文　「舞踏会」を読む　1986年　「早稲田商学」
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共著　『標準フランス文法』　1988年　白水社
論文　細雪四姉妹　1990年　「早稲田商学」
共著　文法読本『マドレーヌ』　1992年　白水社
論文　ラテン語の味わい。格と前置詞　1994年　「文化論集」
訳注　『牧歌』第一歌　1997年　「文化論集」
訳注　コリュドン『牧歌』第二歌　1998年　「文化論集」
訳注　『牧歌』第三歌　2000年　「文化論集」
訳注　モエリスとリキュダス『牧歌』第九歌　2001年　「文化論集」
訳注　コリュドンとテュルシス『牧歌』第七歌　2003年　「文化論集」
訳注　ポリオ『牧歌』第四歌　2004年　「文化論集」
訳注　ダフニス『牧歌』第五歌　2004年　「文化論集」
訳注　ダモンとアルペシボエウス『牧歌』第八歌　2006年　「文化論集」
論文　Bucolica『牧歌』管見　その１　2007年　「文化論集」
書評　「スタンダール氏の旅」　2007年　白水社　「フランス」
訳注　シレヌスの歌『牧歌』第六歌　2009年　「文化論集」
論文　ブナの木陰で『牧歌』管見　その２　2011年　「文化論集」
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